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ご 案 内
東京一極集中を是正し、国土の均衡ある発展に貢献するため、北海道及び東北地方は、我が国で最も

発展可能性を有する地域として、地域の創意と工夫に基づく創造性と多様性に富んだ地域づくりの取組
みを進めることが期待されています。
このような地域づくりをより実効あるものとするためには、経済のグローバル化や広域化等が進展す

るなかで、国境や地域の垣根を越えた地域間の連携を強化することにより、新たな地域経済圏等を形成
することが重要な課題となっています。
このため、北海道及び東北地方における広域的な開発課題をより明確にし、「新たな国土軸」、「環日本
海経済圏」、「インターブロック交流圏」等、両地方の連携に基づく開発を推進することが求められてい
ます。
また、これらの地域づくりは、今後、計画構想の段階から本格的な事業化の段階に入ると考えられま

すが、経済社会の構造変化に伴い、事業内容が多様化・複雑化するなかで、新たな発想に立った事業の
仕組みづくりを行うことが求められています。
このため、地域づくりの確実な事業化を図るためには、単なる計画構想づくりの支援にとどまらず、

事業経営、特に事業採算性、事業化手法等に関して、政策制度面のノウハウや金融的技術を活かした専
門的見地から一層踏み込んだ支援を行うことが必要となっています。
更に、このような地域づくりを進めるに当たっては、これまで以上に国際的な視野に立ち、内外の地

域間の「かけ橋」となる幅広い情報交流の「場」を作ることも必要です。
以上のような状況のなかで、北海道及び東北地方の連携による広域的な開発を推進し、地域開発事業

の経営に対する専門的支援を強化するため、①北海道及び東北地方の経済、産業等に関する基礎的調査
研究、②国及び地方公共団体の政策に基づく地域開発事業の経営に関する調査研究及びコンサルティン
グ、③地域開発に関する情報交流・提供等を行う財団法人北海道東北地域経済総合研究所を設立するも
のです。

財団法人 北海道東北地域経済総合研究所　設立趣意書

１
調
査
研
究
事
業

地
域
を
総
合
的
か
つ
国
際
的
視
野
で
調
査
研
究
し
、
北
海
道
東
北
の
各
地
域
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
い
た
し
ま
す
。

●

ア
ジ
ア
地
域
と
の
関
係
な
ど
広
域
的
な
開
発
課
題
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

●

地
域
国
際
化
の
推
進
の
た
め
の
調
査
研
究

●

経
済
、
産
業
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
的
デ
ー
タ
の
収
集
や
分
析

●

政
策
制
度
に
関
わ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
、
事
業
化
手
法
等
の
指
導
、
事
業
採

算
性
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

２
情
報
提
供
事
業

地
域
と
地
域
な
ど
を
結
ぶ
「
か
け
橋
」
と
な
り
、
活
発
な
情
報
交
流
の
「
場
づ

く
り
」
を
行
い
ま
す
。

●

広
域
的
な
開
発
課
題
や
経
済
社
会
動
向
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

●

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
化
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
の
開
催

●

調
査
研
究
の
成
果
な
ど
を
活
用
し
た
地
域
開
発
に
つ
い
て
の
講
演
会
の
開
催

●

地
域
開
発
の
先
進
的
事
例
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

●

地
域
開
発
金
融
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
な
ど

３
受
託
事
業

自
治
体
や
企
業
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
地
域
づ
く
り
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
経
済
、
産
業
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
受
託

●
自
治
体
や
地
元
企
業
な
ど
で
構
想
・
検
討
さ
れ
て
い
る
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
、
事
業
化
に
つ
い
て
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

●

企
業
経
営
・
設
備
投
資
計
画
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談

●

地
域
開
発
関
連
の
書
籍
・
資
料
の
出
版
な
ど

事

業

内

容

NETT01号id6.indd   表紙2NETT01号id6.indd   表紙2 12/03/28   9:0412/03/28   9:04
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



1

一
九
四
五
年
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
っ
た
。
以
降

世
界
は
冷
戦
状
態
に
な
り
、
日
本
は
敗
戦
処
理
と
日

米
を
軸
と
し
て
冷
戦
下
の
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

こ
の
体
制
に
よ
り
、
信
じ
難
い
ほ
ど
の
経
済
発
展

を
遂
げ
、
経
済
大
国
と
言
わ
れ
る
国
家
と
な
っ
た
。

一
九
八
五
年
に
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の
誕
生

と
と
も
に
冷
戦
状
態
を
脱
却
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
降
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統
合
、
ソ
連
邦
の
崩
壊
、
中

東
戦
争
、
民
族
紛
争
な
ど
多
く
の
歴
史
的
事
件
が
発

生
し
て
い
る
。
一
九
八
五
年
は
ま
さ
に
第
３
次
世
界

大
戦
が
終
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
八

五
年
以
降
は
第
３
次
世
界
大
戦
の
終
戦
処
理
期
間
と

も
い
う
べ
き
時
期
で
あ
る
。
米
ソ
超
大
国
の
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
の
下
で
出
来
て
い
た
世
界
秩
序
が
崩
壊
し
、
新

し
い
世
界
秩
序
を
模
索
す
る
時
代
で
あ
る
。
同
時
に
、

人
口
の
爆
発
的
増
加
と
移
民
・
難
民
の
激
増
、
地
球

環
境
の
危
機
、
そ
し
て
南
北
格
差
の
拡
大
と
貧
困
の

増
加
は
、
人
間
の
た
め
の
新
し
い
秩
序
を
求
め
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
混
迷
す
る

時
代
に
、
21
世
紀
に
向
け
て
日
本
は
ど
の
よ
う
な
針

路
を
選
択
し
、
ど
の
よ
う
な
世
界
秩
序
、
人
間
秩
序

の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で

の
考
え
方
や
シ
ス
テ
ム
を
超
え
て
、
新
し
い
国
家
・

地
域
を
構
築
す
る
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
こ
そ
現
在

シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
課
せ
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

北
海
道
・
東
北
地
方
は
、
明
治
維
新
以
来
風
雪
に

耐
え
、
貧
困
と
闘
い
、
鉱
物
資
源
・
農
林
水
産
資
源

の
生
産
基
地
と
し
て
悪
戦
苦
闘
し
、
人
的
資
源
を
供

給
す
る
勤
め
を
果
た
し
て
き
た
。
20
世
紀
は
、
西
日

本
の
世
紀
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
最
近
で
は
経
済
大
国
化
が
進
む
中
で
、
北
海

道
・
東
北
に
少
し
ば
か
り
光
が
当
り
始
め
て
い
る
。

東
京
か
ら
の
辺
境
、
遠
隔
地
と
し
て
保
護
さ
れ
る
地

方
か
ら
、
東
京
か
ら
の
影
響
の
下
で
発
展
す
る
地
方

と
し
て
注
目
さ
れ
る
時
代
に
入
っ
て
い
る
。

し
か
し
21
世
紀
に
向
け
て
、
東
日
本
と
し
て
の
北

海
道
・
東
北
が
、
新
し
い
世
界
秩
序
、
人
間
秩
序
の

中
で
、
国
際
化
・
情
報
化
の
進
ん
だ
独
自
の
地
域
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
ロ
マ
ン
を
持
と
う
と
す
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
北
海
道
・
東
北
に
対
す
る
考
え
方
や
シ

ス
テ
ム
を
超
え
て
、
新
し
い
「
ほ
く
と
う
」
を
構
築

す
る
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
こ
そ
現
在
シ
ン
ク
タ
ン

ク
に
課
せ
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

学
界
・
財
界
・
産
業
界
・
官
界
・
政
界
す
べ
て
が
旧

体
制
の
下
で
タ
テ
割
り
専
門
分
化
し
て
い
る
現
状
で
、

新
し
い
視
点
か
ら
統
合
化
し
て
現
代
社
会
の
諸
問
題

に
対
応
す
る
た
め
の
か
け
橋
と
し
て
現
在
ほ
ど
シ
ン

ク
タ
ン
ク
へ
の
期
待
が
大
き
い
時
は
な
い
と
思
う
。

巻頭随想

下河辺　淳
東京海上研究所理事長

（ 元国土事務次官　
ほくとう総研顧問）

かけ橋としての
シンクタンク

〔巻頭随想〕かけ橋としてのシンクタンク 1

東京海上研究所理事長　下河辺　淳

〔特集〕地域とともに、明日へのかけ橋となって…

ほくとう総研設立披露 2

第１回理事会（臨時）・評議員会開催 5

［平成４年度事業計画について］

〔イベント・ニュース〕

地域開発の流れと最近の地域づくり 6

ほくとう総研専務理事　髙田喜義

〔企業経営〕地方中堅成長企業の人材確保 8

〔景　　気〕在庫と景気の関係について 8

〔国際経済〕経済政策の国際協調は必要か 9

〔金　　融〕低金利時代の資金運用 9

〔ＰＥＲＳＯＮ〕役員・評議員・顧問のご紹介 10
〔業務日誌〕ほくとうＤＩＡＲＹ 11

〔出捐〕出捐企業のご紹介／出捐のご案内 12

〔グラフ〕ロシア極東地域調査団派遣 14

〔インフォメーション〕事務局から 16

1992 .8・創刊号
表紙の写真
気象衛星ノアがとらえた日本を中心と
する地球をコンピューター処理したもの。

写真提供：東海大学情報技術センター
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2

「
ほ
く
と
う
総
研
」
が
去
る
四
月
十
七
日
、
目
出
度
く
設
立
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
ま
ず
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
開
発
庁
は
、
第
五
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
を
策
定
し
、
北

海
道
の
豊
か
な
国
土
資
源
を
活
用
し
て
我
が
国
の
長
期
的
な
発
展
へ
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
国
の
内
外
と
の
競
争
に
耐
え
得
る
力
強
い
北
海
道

の
形
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

経
済
社
会
の
広
域
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
今
日
に
お
い
て

こ
の
よ
う
に
力
強
い
北
海
道
の
形
成
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
既

存
の
ブ
ロ
ッ
ク
圏
域
は
も
と
よ
り
、
最
近
関
心
の
高
ま
り
つ
つ
あ
る
環

日
本
海
経
済
圏
構
想
の
具
体
化
な
ど
国
境
を
も
越
え
た
地
域
間
の
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

北
海
道
・
東
北
地
域
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

に
よ
り
陸
路
で
結
ば
れ
、
両
地
域
の
交
流
も
活
発
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
北
東
公
庫
と
北
海
道
・
東
北
地
域
の
経
済
界
が
中

心
と
な
っ
て
、
両
地
域
に
ま
た
が
る
経
済
、
産
業
等
に
関
す
る
基
礎
的

な
調
査
研
究
、
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
採
算
性
に
関
す
る
調

査
等
を
行
う
研
究
所
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
時
宜
を
得
た

取
組
み
と
思
わ
れ
、
大
槻
会
長
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
努
力
に
対
し
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

当
庁
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
各
種
の
開
発
事
業
を
通
じ
て
地
域
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
重
点
施
策
と
位
置
付
け
て
お

り
、
当
研
究
所
が
所
期
の
目
的
を
達
成
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

今
後
、「
ほ
く
と
う
総
研
」
が
着
実
に
成
果
を
積
み
重
ね
ら
れ
、
北

海
道
・
東
北
両
地
域
、
ひ
い
て
は
我
が
国
全
体
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

＊
祝　
　

辞
＊

伊
江　

朝
雄

北
海
道
開
発
庁
長
官

６月１日午前11：30より、東京・霞が関ビルの東海大学校友会館において、
各界の代表者約200名を招き、設立披露パーティーが開催されました。
来賓の方々の祝辞、パーティー次第等は次のとおりです。

NETT01号id6.indd   2NETT01号id6.indd   2 12/03/28   9:0412/03/28   9:04
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



3

「
ほ
く
と
う
総
研
」
の
設
立
に
当
た
っ
て
、
東
家

国
土
庁
長
官
に
代
わ
り
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
大
槻
会
長
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
方
の
ご

努
力
、
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

現
在
政
府
は
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
多
極

分
散
型
国
土
の
形
成
を
目
指
し
て
、
第
四
次
全
国
総

合
開
発
計
画
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
地
域
開
発
の
状
況
を
み
る
と
、
新
し
い
国

土
軸
の
形
成
や
、
環
日
本
海
経
済
圏
あ
る
い
は
環
日

本
海
交
流
圏
の
構
想
な
ど
、
広
域
的
な
取
り
組
み
が

非
常
に
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
多
様
多
彩
な
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

多
数
出
て
き
て
お
り
、
多
角
的
な
、
例
え
ば
事
業
の

採
算
性
等
も
含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
慎
重
な
検
討

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
申
で
、
広
域
的
な
地
域
開
発

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
や
、
地
域

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
経
営
問
題
も
含
め
た

調
査
検
討
等
を
行
う
、「
ほ
く
と
う
総
研
」
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
土
庁
も
四
全
総
を
軸
に
地
域
の
発
展
の
た
め
に

大
い
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
が
、「
ほ
く
と

う
総
研
」
も
地
域
の
発
展
の
た
め
に
大
い
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
す
ま
す
の
「
ほ
く
と
う
総
研
」
の
ご
発
展
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
を
、
伊
江
北
海
道
開
発

庁
長
官
、
公
文
国
土
事
務
次
官
を
は
じ
め
、
か
く
も

多
数
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
北
海
道
東
北
の
経
済
界
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
支
授
の
も
と
に
、
北
東

公
庫
の
協
力
を
得
ま
し
て
、
こ
の
た
び
、
財
団
法
人

「
ほ
く
と
う
総
研
」
が
無
事
設
立
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
皆
様
に
ご
報
告
し
、
国
及
び
地
方
自
治
体
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
各
位
の
ご
努
力
、
ご
協
力
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

北
海
道
東
北
地
域
は
二
十
一
世
紀
の
我
国
の
経
済
発

展
を
支
え
、ま
た
、東
京
一
極
集
中
の
是
正
を
図
る
上

で
大
変
重
要
な
地
域
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
北
海
道
・
東
北
地

域
の
開
発
を
一
層
促
進
さ
せ
る
た
め
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
「
ほ
く
と
う
総
研
」
を
発
足
さ
せ
た
こ
と
は

誠
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
当
研
究
所
は
北
海

道
、
東
北
に
お
け
る
、
地
域
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
大
き
な
使
命
を
背
負
っ
て
い
る
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

私
共
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
日
も
早
く
ご
期
待

に
副
え
る
よ
う
な
立
派
な
研
究
所
に
育
て
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
暖
か

い
ご
支
援
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

（
当
研
究
所
設
立
後
の
八
月
九
日
、
大
槻
会
長
は
逝
去
い
た
し
ま
し
た
。）

こ
の
た
び
、
北
海
道
東
北
地
域
の
経
済
界
を
は
じ

め
各
方
面
の
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
得
て
、
二
二
〇
社

の
多
数
か
ら
四
億
五
千
万
円
の
出
捐
を
頂
き
、
去
る

四
月
十
七
日
に
設
立
許
可
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
改
め
て
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
日
、
世
界
も
日
本
も
大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
中

で
、
地
域
開
発
の
問
題
も
新
し
い
光
を
当
て
て
み
る

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
東
京
一
極
集
中

の
是
正
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
、
新
し
い
国
土
軸
、

環
日
本
海
地
域
の
形
成
等
、
言
葉
は
い
ろ
い
ろ
と
び

交
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
抽
象
的

な
イ
メ
ー
ジ
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
具
体
的
な
「
か
た
ち
」
を

少
し
で
も
与
え
る
よ
う
な
、
例
え
ば
、
大
き
な
可
能

性
を
も
つ
北
海
道
東
北
地
域
を
ど
う
い
う
土
地
に
し

て
い
く
の
が
地
域
の
人
々
や
産
業
に
と
っ
て
、
さ
ら

に
は
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
望
ま
し
い
の
か
、
そ
の

た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

当
研
究
所
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
で
地
域
お
こ
し
の
た
め
に
い
ろ
い

ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
企

画
面
、
情
報
面
な
ど
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
発
展
の
た
め
に
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
支

援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
祝　

辞
＊

公
文　

宏

国
土
事
務
次
官

＊
挨　

拶
＊

大
槻　

文
平

ほ
く
と
う
総
研
会
長

＊
挨
拶
＊

窪
田　
　

弘

ほ
く
と
う
総
研
理
事
長

特集：ほくとう総研設立
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六
月
一
日
午
前
十
一
時
三
〇
分
よ
り
、
東
京
・
霞

が
関
ビ
ル
の
東
海
大
学
校
友
会
館
朝
日
の
間
に
お
い

て
、「
ほ
く
と
う
総
研
設
立
披
露
」
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
財
団
は
、
北
海
道
東
北
地
域
の
経
済
界
を
は
じ

め
と
し
た
各
界
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
仰
ぎ
、
去
る

四
月
十
七
日
に
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
設
立
許
可
を
頂

き
設
立
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
が
、
当
日
同
所

で
財
団
と
し
て
初
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
設
立
の
ご
報
告
及
び
お
礼
と
、
当
財
団
の

本
格
的
な
門
出
を
祝
し
て
、
お
披
露
目
の
会
が
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
伊
江
北
海
道
開
発
庁
長
官
、
公
文
国
土

事
務
次
官
を
は
じ
め
、
当
財
団
の
設
立
に
ご
尽
力
頂

い
た
各
界
の
代
表
者
約
二
〇
〇
名
の
来
賓
に
加
え
、

当
財
団
か
ら
は
大
槻
会
長
、
窪
田
理
事
長
ら
の
役
員

が
出
席
し
、
会
場
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
人
で
賑
わ
い

を
見
せ
ま
し
た
。

披
露
に
お
い
て
は
、
髙
田
専
務
理
事
の
司
会
の
も

と
、
ま
ず
大
槻
会
長
が
当
財
団
設
立
に
お
け
る
来
賓

の
方
々
の
多
大
な
る
ご
協
力
に
対
し
深
い
感
謝
の
意

を
表
し
た
後
、
窪
田
理
事
長
よ
り
当
財
団
の
今
後
の

方
向
性
と
役
割
に
つ
い
て
の
決
意
表
明
と
、
今
後
と

も
来
賓
の
方
々
の
継
続
的
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い

旨
の
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
当
財
団
の
主
務
官
庁
と
し
て
、
伊
江
長

官
並
び
に
公
文
次
官
よ
り
、
当
財
団
の
事
業
に
対
す

る
大
き
な
期
待
感
を
込
め
た
ご
祝
辞
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
捐
者
を
代
表
し
て
王
子
製
紙
田
中
相

談
役
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
、
祝
宴
に
入
り
、
そ
こ
こ

こ
に
懇
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
北
海
道
東
北
開
発
公
庫
の
中
田
副
総
裁
の

締
め
の
挨
拶
の
も
と
、
披
露
の
会
も
大
盛
況
の
う
ち

に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
ご
多
忙
中
に
も
拘
ら
ず
、
ま
た
遠
路
は
る

ば
る
お
越
し
頂
い
た
皆
様
方
に
、
紙
面
を
借
り
ま
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
一
回
理
事
会
（
臨
時
）、
第
一
回
評
議
員
会
は

六
月
一
日
、
設
立
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
に
先
立
っ
て
、

午
前
十
一
時
よ
り
、
東
京
・
霞
が
関
ビ
ル
の
東
海
大

学
校
友
会
館
富
士
の
間
に
お
い
て
、
合
同
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
大
槻
会
長
よ
り
「
精
一
杯
努
力
し

ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
実
に
研
究
成
果
を
高
め
、
各
方
面

か
ら
の
大
き
な
期
待
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
財
団
運
営
に
対
す
る
抱
負
を
述
べ
た
挨
拶

の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
「
諸
規
程
の
制
定
に
つ
い
て
」
は
、

財
団
運
営
の
基
本
的
事
項
で
あ
り
、
原
案
ど
お
り
満

場
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
第
二
号
議
案
「
顧
問
の
選
任
に
つ
い

て
」
を
審
議
し
、
伊
藤
滋
慶
応
大
学
教
授
、
伊
藤
善

市
東
京
女
子
大
学
教
授
、
下
河
辺
淳
元
国
土
事
務
次

官
、
原
司
郎
高
千
穂
商
科
大
学
教
授
の
四
氏
の
顧
問

就
任
が
、
原
案
ど
お
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。伊

藤
滋
顧
問
は
都
市
開
発
、
伊
藤
善
市
顧
問
は
地

域
開
発
、
下
河
辺
顧
問
は
国
土
開
発
、
原
顧
問
は
財

政
金
融
面
か
ら
、
主
と
し
て
ご
指
導
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
外
、
理
事
会
の
招
集
通
知
の
方
法
に
つ
い
て

も
事
務
局
よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
終
了
後
、
顧
問
に
選
任
さ
れ
た
方
々
の

紹
介
と
、
髙
田
専
務
理
事
よ
り
「
北
海
道
及
び
東
北

地
方
と
ア
ジ
ア
極
東
と
の
経
済
交
流
に
関
す
る
可
能

性
調
査
」
や
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
平
成
四
年

度
事
業
計
画
の
報
告
が
行
わ
れ
、
当
財
団
と
し
て
初

め
て
の
理
事
会
及
び
評
議
員
会
は
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

特集：ほくとう総研設立

第
一
回
理
事
会（
臨
時
）・
評
議
員
会
開
催

〜
諸
規
程
の
制
定
と
顧
問
の
選
任〜

平成４年度事業計画について
ほくとう総研は、今年度において種々の事業を計画していますが、例えば次のような事業を予定しております。

◇北東アジア経済交流における北海道東北地域の可能性調査（いわゆる環日本海圏調査）
調査研究事業の一環として、北東公庫と密接な連携のもと、海外調査団の派遣などによる情報収集を行っております。

◇地域開発プロジェクトの事業化についてのコンサルティング
自治体や地元企業などで構想・検討されている地域開発プロジェクト、例えば都市開発やエネルギー開発関連のコ

ンサルティングの受託を進めております。
◇ほくとう総研設立記念シンポジウムの開催
情報提供事業の一つとして、当財団の設立披露も兼ねて、本年度２回程度の開催を予定しております。

◇各種研修会の開催
北東公庫などとの共催で、プロジェクトの事業化などをテーマとした研修会の開催を予定しております。

◇地域指標ハンドブックの発行
北東公庫の協力のもと、北海道東北地域の最新の経済指標をまとめた「地域指標ハンドブック」の発行を予定して

おります。
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 最近の地域づくり
事 青森・八戸両北東会で講演　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

久
し
く
東
京
一
極
集
中
の
解
消
が
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
先
端
技
術
産
業
の

東
北
地
方
へ
の
展
開
や
勤
労
者
の
地
方
志

向
が
話
題
と
な
り
、
地
方
に
と
っ
て
風
向

き
が
変
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

地
域
開
発
の
流
れ
と
最
近
の
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
は
な
し
、
今
後
の
地
域
づ
く

り
参
考
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
．
地
域
開
発
の
な
が
れ

①　

地
域
格
差
是
正

昭
和
20
年
代
は
、
人
口
増
と
食
料
難
に

対
応
し
て
「
緊
急
開
拓
事
業
」
が
進
め
ら

れ
る
一
方
、
工
業
立
国
を
目
指
し
国
内
資

源
の
開
発
と
電
源
開
発
に
力
点
が
お
か
れ

ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
に
入
り
ま
す
と
世
界
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
（
石
炭
か
ら
石
油
へ
転

換
）
を
背
景
に
、
太
平
洋
岸
に
大
型
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
京
浜
地
区
か
ら
瀬

戸
内
海
に
至
る
い
わ
ゆ
る
太
平
洋
ベ
ル
ト

地
帯
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

神
武
景
気
、
岩
戸
景
気
と
言
わ
れ
た
高

度
成
長
期
を
通
し
て
、
こ
の
地
域
の
過
密

対
策
と
そ
の
他
の
地
域
と
の
格
差
是
正
が

地
域
開
発
上
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

②　

拠
点
開
発
方
式

「
全
国
総
合
開
発
計
画
」（
Ｓ
37
）
に
お

い
て
過
密
都
市
対
策
や
地
域
格
差
是
正
を

図
る
た
め
、
社
会
開
発
の
推
進
と
工
業
化

を
全
国
的
に
展
開
す
る
拠
点
開
発
方
式
が

と
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
新
産
業
都
市
や

中
核
工
業
団
地
の
整
備
を
進
め
て
、
工
業

再
配
置
計
画
を
実
現
し
よ
う
と
し
ま
す
。

こ
の
と
き
青
森
県
で
は
「
八
戸
新
産
都

市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」（
Ｓ

44
）
で
は
、「
大
規
模
工
業
基
地
」
構
想

が
で
て
、
青
森
県
で
は
「
む
つ
小
川
原
大

規
模
工
業
基
地
」
計
画
が
実
現
し
ま
す
。

地
方
に
お
い
て
も
、
地
方
公
共
団
体
が

工
業
団
地
を
造
成
し
企
業
誘
致
に
懸
命
と

な
り
ま
す
が
、
企
業
の
効
率
性
の
ま
え
に

首
都
圏
に
近
い
一
部
を
除
い
て
は
か
ば
か

し
い
成
果
は
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

③　
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
産
業
構
造
転
換

大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
前
提
に
高

成
長
を
続
け
た
わ
が
国
も
、
昭
和
48
年
と

54
年
の
２
度
に
亘
る
石
油
危
機
に
よ
り
、

重
化
学
工
業
中
心
の
産
業
構
造
の
根
本
的

見
直
し
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

経
済
の
ソ
フ
ト
化
、
工
業
の
知
識
集
約

型
、
情
報
化
社
会
へ
の
脱
皮
が
図
ら
れ
基

礎
素
材
型
産
業
は
凋
落
し
て
い
き
ま
す
。

地
方
の
多
く
は
、
資
源
型
産
業
に
依
存

し
て
い
た
た
め
、
相
次
ぐ
基
幹
産
業
の
撤

退
、
転
換
、
縮
小
に
追
わ
れ
、
企
業
誘
致

も
望
め
ず
、
地
域
開
発
は
専
ら
公
共
事
業

や
補
助
金
に
頼
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

④　

自
立
的
地
域
づ
く
り

わ
が
国
経
済
は
、
２
度
の
石
油
危
機
と

そ
の
後
の
円
高
不
況
を
、
ソ
フ
ト
経
済
化
、

製
造
業
の
再
編
成
と
技
術
革
新
を
背
景
と

し
た
新
規
事
業
の
展
開
お
よ
び
国
際
分
業

の
推
進
等
の
歴
史
的
産
業
構
造
の
変
革
に

よ
っ
て
切
り
ぬ
け
、
昭
和
62
年
以
降
再
び

成
長
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
過
程
で
東
京
圏
へ
人
口

や
企
業
の
経
営
資
源
の
集
中
が
激
し
く
な

り
、
国
土
経
営
上
東
京
一
極
集
中
の
是
正

が
最
大
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
に
お
い
て
も
経
済
の
ソ
フ
ト
化
、

産
業
構
造
の
高
度
化
に
対
応
し
「
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
」「
頭
脳
立
地
」「
テ
レ
ト
ピ
ア
」

等
情
報
化
や
研
究
開
発
機
能
の
充
実
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
展
し
、
高
速
交

通
体
系
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に

伴
い
、
先
端
技
術
産
業
や
研
究
開
発
部
門

の
地
方
分
散
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
開
発
も
「
ふ
る
さ
と
創
生
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
地
方
自
ら
自
立
的

７
月
８
日
、
９
日
の
両
日
、
地
元
経
済
界
と
北
東

公
庫
で
構
成
さ
れ
る
八
戸
・
青
森
の
両
北
東
会
に
お

い
て
、
当
研
究
所
の
髙
田
専
務
理
事
が
記
念
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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地域開発の流れと 最
ほくとう総研　髙田専務理事　青

に
振
興
策
を
建
て
民
間
の
活
力
や
国
の
後

押
し
で
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
の
が
主
力

に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
一
村
一

品
運
動
」
や
「
リ
ゾ
ー
ト
開
発
」
と
い
う

形
の
ほ
か
イ
ヴ
ェ
ン
ト
等
に
よ
る
地
域
お

こ
し
と
し
て
実
現
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．
豊
か
に
な
っ
た
東
北
地
方

高
度
成
長
期
と
そ
の
後
の
石
油
危
機
の

克
服
を
通
し
て
わ
が
国
は
経
済
大
国
と
な

り
ま
し
た
が
、
東
北
地
方
が
ど
う
で
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
す
。

1989
年
で
見
て
東
北
７
県
の
総
生
産
額

は
2,347
億
ド
ル
で
成
長
著
し
い
韓
国
に
匹
敵

し
オ
ラ
ン
ダ
や
ス
イ
ス
よ
り
も
大
き
く
、

ま
た
、
青
森
県
単
独
で
も
247
億
ド
ル
で

ク
エ
ー
ト
や
チ
リ
よ
り
も
生
産
額
は
大
き

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
当
た
り
の
所
得
で
見
ま
す

と
、
日
本
は
18,472
ド
ル
で
ス
イ
ス
、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
グ
に
次
い
で
世
界
第
３
位
で
ア
メ

リ
カ
や
ド
イ
ツ
よ
り
大
き
く
、
青
森
県
の

県
民
所
得
（
14,225
ド
ル
）
で
み
て
も
世
界
第

11
位
ど
こ
ろ
に
位
置
し
、
フ
ラ
ン
ス
や
べ

ル
ギ
ー
よ
り
も
大
き
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
世
界
的
に
見
れ
ば
、
日
本

の
地
方
に
お
い
て
も
充
分
豊
か
に
な
っ
て

お
り
、
地
域
開
発
に
も
、
何
が
何
で
も
過

疎
か
ら
の
脱
却
と
か
企
業
誘
致
と
い
う
従

来
の
発
想
と
は
異
な
る
も
の
が
要
求
さ
れ

て
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

Ⅲ
．
地
域
開
発
の
新
し
い
傾
向

最
近
東
北
地
方
へ
の
企
業
進
出
は
目
覚

ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
と
り
わ
け
先
端
的

技
術
産
業
の
東
北
立
地
は
全
国
の
４
割
を

占
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
新
幹
線
や
空
港
等
高
速
交
通
体

系
の
整
備
、
用
地
取
得
の
容
易
さ
等
の
ほ

か
に
勤
労
者
の
価
値
観
の
変
化
と
企
業
の

立
地
動
機
の
変
化
が
大
き
く
作
用
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

最
近
、
勤
労
者
の
仕
事
に
対
す
る
価
値

観
が
「
会
社
よ
り
自
分
の
生
活
が
大
切
」

と
変
っ
て
き
て
お
り
、
余
暇
時
間
の
増
大

か
ら
自
然
指
向
、
家
族
と
の
触
合
い
の
時

間
を
大
切
に
す
る
傾
向
が
出
て
き
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
首
都
圏
で
不
可
能
に
な
っ

た
持
ち
家
を
環
境
の
い
い
地
方
で
確
保
し

た
い
と
い
う
希
望
が
、
首
都
圏
に
住
む
20

代
後
半
か
ら
30
代
の
勤
労
者
の
間
に
見
受

け
ら
れ
、
地
方
志
向
の
高
ま
り
と
な
っ
て

き
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

注

；

経
企
庁
「
国
民
生
活
選
好
度
調
査
」

企
業
サ
イ
ド
で
も
従
来
の
よ
う
に
単
に

安
価
な
労
働
力
を
求
め
て
地
方
に
進
出
す

る
の
で
は
な
く
、
首
都
圏
の
地
価
の
高
騰

か
ら
用
地
の
確
保
や
維
持
が
困
難
に
な
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
は
勤
労
者
の
価
値
観
を

先
取
り
し
た
形
で
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン

の
高
学
歴
者
、
技
術
者
等
の
人
材
の
確
保

が
容
易
に
な
る
と
い
う
理
由
で
地
方
分
散

を
図
る
企
業
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
企
業
か
ら
も
勤
労
者
か
ら

も
職
住
が
接
近
し
、
利
便
で
豊
か
な
自
然

の
中
で
家
族
と
共
に
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

出
来
る
地
方
都
市
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
て

来
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
企
業
や
人
材
か
ら
見

て
移
り
た
い
、
住
み
た
い
意
欲
を
持
た
せ

る
魅
力
あ
る
地
域
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
地
方
か
ら
見
る
と
、
企
業
誘

致
よ
り
も
ま
ず
高
質
の
人
材
が
定
住
す
る

地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

交
通
、
情
報
等
の
基
盤
整
備
と
と
も
に

豊
か
な
自
然
と
余
暇
環
境
、
教
育
文
化
環

境
、
利
便
性
、
居
住
性
等
の
居
住
環
境
に

配
慮
し
た
都
市
計
画
を
進
め
る
と
同
時
に

ソ
フ
ト
面
で
国
際
化
や
イ
ヴ
ェ
ン
ト
等
で

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
し
て

差
別
化
し
、
国
内
外
と
の
域
際
交
流
を
通

じ
て
地
域
住
民
自
ら
が
地
域
を
活
性
化
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
外
発

的
地
域
づ
く
り
よ
り
も
活
力
に
溢
れ
た
魅

力
あ
る
内
発
的
地
域
づ
く
り
が
主
力
に
な

っ
て
参
り
ま
す
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
人

づ
く
り
」「
町
づ
く
り
」「
活い
き

づ
く
り
」

「
交
わ
り
づ
く
り
」
だ
と
思
い
ま
す
。

NETT01号id6.indd   7NETT01号id6.indd   7 12/03/28   9:0412/03/28   9:04
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



8

●地元貢献に自負のある中堅企業
地方の成長企業は、「煙突産業」

が低迷した低成長期に、地元の雇
用機会の確保・拡大に貢献してき
たと自負しているにも関わらず、
昨今の好況で労働力不足の打撃を
受け、人材確保・育成戦略の練り
直しを行なわなければ成長がスト
ップしかねない─筆者も参加し
た㈶雇用情報センターの『地方企

我が国の景気循環は、その期間
の長さなどからみて在庫循環とも
いうべきものであり、それだけに
景気の現状判断を行ったり今後の
景気を占う上で、在庫の動きを追
跡することが極めて有用とされて
おり、景気動向を解説する著述に
は必ずといっていい程、在庫に言
及がなされていますし、エコノミ
ストのみならず経営者にとっても

業の活性化と人材確保等に関する調査研究報
告』（平成３年３月）では、そんな結果を発表した。
この調査は３大都市圏を除く地域で過去売

上成長の大きい中堅企業（100-499人クラス）
562社を調べたが、自社は地元に「雇用機会を
与えている・増やしている」と自負する企業
が73 . 3％、「地元自治体の税収入を増やして
いる」と自負する企業が63 . 2％、「地域経済
の活性化に役だっている」とする企業が53 .9
％を占める。
●量の不足から質の不足へ
しかし、現在、「いい人材が十分にきてお

り心配はない」とする企業は2.3％だけである。
「いい人材とはいえないが数の確保には心配
がない」とする企業が32 .7％で、それどころ
か「数も確保できず困っている」とする企業
が57 .7％に達する。その結果、57 .7％の企業
で「現在働いている人の負担が重くなった」
としており、42 .9％の企業では「残業時間が
増えた」としている。公務員の週休２日制が
民間企業へのお手本たるべく導入されている
が、その財源＝税収源を稼いでいる民間優良
企業では社員の負担が増え、せっかく確保し
育ててきた社員が辞めてしまい、それが残さ
れた社員の負担を増やすという悪循環になる
危機感を抱いているのである。
人を確保しようと賃金を上げ労働時間を短

縮すればコストアップになる。それに昨今の
積極的な労働政策が追い打ちをかける。必死
で人を確保したところに不況風が吹き、労働
力余剰問題が出る─いわば踏んだり蹴った
りという状況になる。そこで自動化・業務改
善などにより省力化することが肝要で、徒に

今後の経営の指針として在庫の動きは目をは
なせないものとなっています。
具体的には、景気を回復、拡大、後退、不

況の四つの局面に分け、景気の動きを代表す
る変数である生産（鉱工業生産指数や出荷指
数などがよく用いられます）の伸び率と、在
庫の伸び率を比較し、その大小関係から景気
の局面判断を行うことが一般的です。すなわ
ち、まず、景気の回復局面では、在庫の伸び
がマイナスになるなど低い水準に保たれる一
方で、生産は伸びを徐々に高めていきます。
次の景気の拡大局面では、在庫が将来の販売
増を見越して今度は積極的に積み増されるよ
うにまでになりますが、生産の伸びは引き続
き在庫の伸びを上回っています。ところが、
生産が加熱し、売れ残りによる意図せざる在
庫が発生すると、在庫の伸びが生産の伸びを
上回るような状況になり、これが景気の後退
局面に該当します。このため、企業などの生
産主体は、生産を縮小させるとともに在庫減
らしをするような行動（在庫調整といわれま
す）に移ることになり、これが次の段階であ
る景気の不況局面の特徴ということになりま
す。そして、在庫が一掃されると今度は生産
が上向きだし、景気は再び回復に向かうとい
うサイクルを繰り返すことになるわけです。
昭和61年の秋口を底にしてはじまった今回

の大型景気は、その期間の生産の伸びと在庫
の伸びを比較してみると、途中、小幅な在庫
調整を経験しながらも、非常な長期にわたっ
て生産が在庫の伸びを上回る局面が続いてい
たのが特徴です。しかしながら、バブルの崩
壊などとともに現在の景気は調整局面にある

人を増やすばかりが能ではないと目覚める企
業も多い（54 .6％）が、少数化しても精鋭で
なければ意味がない。
●不況下だが人材育成の熱はさめず
「従業員の能力向上に力を入れる」とする
企業が76 .2％もある。しかし、育てがいのあ
る社員がそもそも集まっていなければ人材育
成の効率も悪くなる。そこで「企業の魅力づ
くりの力を入れる」企業が71 .9％ある。人が
実は確保されている企業ほど、人を集めるこ
との難しい理由として「自社の良さをなかな
か理解してもらえない」としているのである。
商品のマーケッチングがあるように、いまや
人事労務のマーケッチングも必要なようだ。
①会社に向いた人材の市場とくにその隙間（ニ
ッチ）を捜す市場調査、②その労働市場にあ
った魅力ある人事労務制度の工夫という商品
開発、③会社名や制度の知名度を高める販売
促進、④確保したお客様（社員）へのアフタ
ーサービスである。地方だから大都市なみの
労働条件は出せないと決めつけているとこう
いう中堅優良企業の後塵を拝し取り残される
ことになるだろう。

といわれ、実際、平成３年の春頃から、すで
に在庫の伸びが生産の伸びを上回るといった
景気の後退局面に入っていることがわかりま
す。もっとも、目下のところ、在庫の伸びの
水準も低くなっており、生産の伸びの水準に
接近しつつある状況をみますと、在庫調整が
進行し、早晩在庫が一掃されて、生産が回復
に向かうというシナリオが予想されます。よ
く本年の秋には景気が回復に向かうといわれ
るわけは、この在庫の動きをもとに判断され
た結果なのです。

〈概念図〉　　景気と在庫の関係

（かわきた・たかし）法政大学教授

（　しまだ・ひろみつ　 ）経済企画庁総合計画局

川喜多　喬

嶋田　裕光

地方中堅成長
企 業 の
人 材 確 保

在庫と景気の

関係について

企業経営企業経営

景 気景 気

〔１〕景気回復局面
〔２〕景気拡大局面
〔３〕景気後退局面
〔４〕不況局面（在庫調整局面）

〔４〕

〔２〕

〔３〕〔１〕

在庫の伸び

生産、出荷の伸び
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Ⅰ．ミュンヘン・サミットの開かれたこの７
月、世界的に景気後退の色彩を増しているに
もかかわらず、先進工業国間の金融政策は全
く正反対の方向に動いた。すなわち、サミッ
ト直後に0.75％の公定歩合の引上げをドイツ
連銀が発表すると、イタリアも同率の引上げ
を実施した。他方、日銀は月末の27日に逆に
0.5％の公定歩合の引上げを発表した（アメ
リカはサミット直前の２日に、0. 5％の公
定歩合引下げの実施を発表している）。一体、
世界経済の持続的成長経路に移行させるため
のマクロ経済政策の協調というサミットの合
意はどう位置づけられるのであろうか。
Ⅱ．政策協調に参加するのは、他国の政策を
与えられたものとして自国の利益を最大にす
る政策を遂行するよりも、他国と協調する方
が、大きな利益を生み出せるからである。そ
のような状況が生じるのは、自国の経済成果
が自国の政策だけでなく、他国の政策にも影
響される、いわゆる「政策の外部性」（国際相
互依存関係）が存在する場合である。簡単に
いえば、自国の景気刺激策が外国の景気を悪
化させたり（「失業の輸出」）、インフレ対策が
外国のインフレ率を高めたり（「インフレの
輸出」）する場合である。
かかる状況下では、たとえばインフレ抑制

のための金融引締政策は、自国より強い金融
引締政策をとる外国からの「インフレの輸出」

７月27日公定歩合が引下げられましたが、
市場の予想よりも早めの直下型利下げとなり
ました。その後の日銀の姿勢、短期金利の推
移から４月のような打ち止め感はなく、年末
にかけての第６次利下げの思惑も浮上してお
り、正に本格的低金利時代の幕開けといえます。
折しも今、約200兆円にも積み上がった大口

定期等の自由金利定期預金がどこに向かうのか？
資金移動を起こすのか？注目を集めています。
ここ数年の金融市場を振り返りますと、逆イ
ールド（短期金利＞長期金利）の状態が約２年
の間続いた後、昨年末の第３次利下げを機に、
順イールドが久し振りに示現されました。直近
の足元金利の低下で更に鮮明となっております。
特に短期金利の低下が著しく、指標となる

ＮＣＤ（３カ月）で言えば、昨年７月の7.6
％程度から直近3. 90％（8/14）と約3. 7％の
大幅低下を見ました。資金運用上、或いは、
経営上頭の痛い問題となりつつあります。
今後の景気・金利予測については見解の分

かれるところですが、私見を述べさせて頂き
ますと、金融政策を含む景気対策が発動され
たとしても、景気調整の長期化及び底打ち後
の回復力がきわめて鈍く、また、資産デフレ
・金融機関等の抱える不良資産問題等を考慮
すると、低金利の状態は比較的長い間続くも
のと考えられます。
当面の金利水準は、無担保コール（翌日物）

（自国の為替レートの低下を通して）によっ
て、インフレ抑制効果は打消されてしまう。
従って、インフレ抑制のために、自国はより
強い金融引締政策をとらねばならない。これ
がまた外国にインフレを輸出するから、世界
的に過度の（無駄な）金融引締政策を生み、
深刻な景気後退に導く。各国間で政策協調を
行なうことで無駄な政策を排除できれば、よ
り低い失業率で一定のインフレ抑制の目標を
達成できる筈である。政策協調の利益はここ
にある。
Ⅲ．しかし、経常収支の不均衡是正を主たる
目標とした政策協調には、多くの疑問がある。
特に現在のアメリカの経常収支赤字の最大の
原因は、財政規律を失ったアメリカの「政府
の失敗」に起因しているからである。アメリ
カが現在の財政政策を転換できず、グラム・ラド
マン法（財政均衡法）を実施する契機をいま
だに見出せないでいる状況での政策協調は、
アメリカの「政府の失敗」をドイツや日本に
「尻拭い」させるのに近い。かかる状況下で
は、形式的に合意された協調路線を参加国が
遵守し実行する誘因を持つとは思えない。ド
イツの今回の公定歩合の引上げは、「内向き
志向」と言われようと、ドイツ統一のコストを
自力で解決しようとする経済政策の一環とし
て、むしろ正しい政策選択と評価されるべき
ではないか。
わが国もまた、短期的な経常収支黒字や政
策協調（外圧）という視点よりは、長期的な
視点に立って、経済厚生（消費者利益）を高
めるための内需主導型経済構造への転換（市
場開放・政府規制の撤廃・インフラ整備・流

で4.0～4 .125％、ＮＣＤ（３カ月）で3.85～
4 .1％、また、長期金利（10年国債指標銘柄）
で4.7～5 .3％程度が想定されます。
年初には、「短期金利が低位安定であって
も、長期金利は年後半から上昇に向かう」と
の見方が多かった訳ですが、現状では、景気
低迷の長期化の見通しやインフレ懸念もない
ことから、長期金利が反転する可能性は小さ
いと思われます。その場合、長期金利の水準
が過去の平均から見ると下限に近づきつつあ
るため、長期的な運用には当然慎重な態度が
要求されますが、ただ、ここ数年の逆イール
ドの下で成功した過度の短期的運用偏重は改
めざるを得ないものと思われます。現状、短
期金利の低下を受け、法人の資金移動が始ま
っており短期運用から中・長期運用へのシフ
トが強まることが考えられます。
法人は安定的かつ有利な資金運用を目指し
ている訳ですが、金利・相場変動が常態とい
う現在の金融環境の下では、金融資産は常に
リスクにさらされていると言えます。当然、
金利や相場の先行き不透明感からくる変動リ
スクを回避することは言うまでもなく、その
手段としての運用手法も多様化が進み、益々
脚光を浴びることでしょう。また、リスクヘ
ッジ手法を駆使した商品開発も活発化するも
のと思われます。
したがって、前述の「低金利が暫くの間続
く」という前提にたてば、今後の資金運用に
ついて最も肝要なことは、きちんとした金利
・相場観を持ち事業計画・収入計画を考慮し
た上で、どこまでのリスク〔①金利変動②期
間③流動性・換金性④クレジット⑤元本変動

通システムの効率化など）を積極
的に推進する政策運営こそ、最も
重要な対応であろう。それはまた、
国際協調と決して矛盾するもので
はないからである。

等〕をとるかを確定・限定して、
従来よりも運用対象の選択肢を拡
げることによって、より金利選好
を高めるべきかと考えます。また、
タイミングを捉え、機動的に運用
資産を組み替えることも必要かと
思われます。

（  にいだ・ひろし  ）横浜国立大学教授

（　ますだ・とくじん　 ）野村證券虎ノ門支店長

新飯田　宏

増田　得神

経済政策の国際

協調は必要か

低金利時代の

資 金 運 用

国際経済国際経済

金 融金 融
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平成４年３月23日 設立発起人会開催（於：北東公庫本店）
 ４月10日 専務理事に髙田喜義を選任、設立申請
 ４月15日 リーフレット「ほくとう総研のごあんない」製作
 ４月17日 設立許可（設立許可証受領式～於：北海道開発庁）
  設立登記（基本財産350 .5百万円）
 ４月24日 北東公庫から出捐金受領（20百万円）
 ５月１日 資産の総額変更登記（基本財産423 .5百万円）
 ５月28日 「地域指標ハンドブック」製作
 ５月29日 パンフレット「ほくとう総研プロフィール～

For Symbiotic Future」製作
 ６月１日 第１回理事会（臨時）・評議員会開催
  設立披露パーティー開催
  　　　　　　　　 （於：東海大学校友会館）
  基本財産450百万円
 ６月15日 北東公庫より「北東アジア経済交流における
  北海道東北地域の可能性調査」を受託
 ６月27日 同上の調査のため、ロシア極東地域に調査団

を派遣（～７月６日、布施事務局長が参加）
 ６月30日 基本財産460百万円
 ７月８日 髙田専務理事、八戸北東会で講演
 ７月９日 髙田専務理事、青森北東会で講演
 ７月10日 髙田専務理事、㈶九州経済調査協会藤山理事長

と対談（季報「ほくとう」取材）
 ７月20日 「ほくとう総研」の看板をあげる（窪田理事長）
 ８月９日 大槻文平会長逝去
 ８月18日現在 出捐金 462百万円

業務日誌業務日誌 （設立発起～平成 4年 8月）

設立許可証受領式
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ー
小
笠
原

97　

電
気
化
学
工
業
㈱

98　

東
栄
㈱

99　

東
京
急
行
電
鉄
㈱

100　

東
京
鐵
鋼
㈱

101　

㈱
東
京
理
化
工
業
所

102　

東
部
瓦
斯
㈱

103　

東
武
鉄
道
㈱

104　

㈱
東
邦
銀
行

105　

東
北
オ
フ
セ
ッ
ト
㈱

106　

㈱
東
北
銀
行

107　

東
北
電
力
㈱

108　

東
洋
合
板
工
業
㈱

109　

東
洋
ゴ
ム
工
業
㈱

110　

㈱
十
勝
毎
日
新
聞
社

111　

苫
小
牧
港
開
発
㈱

112　

苫
小
牧
東
部
開
発
㈱

113　

苫
小
牧
埠
頭
㈱

114　

十
和
田
観
光
開
発
㈱

115　

十
和
田
観
光
電
鉄
㈱

116　

同
和
鉱
業
㈱

117　

並
木
精
密
宝
石
㈱

118　

ニ
ッ
テ
ツ
ア
ス
ク
㈱

119　

日
鐵
セ
メ
ン
ト
㈱

120　

日
本
軽
金
属
㈱

121　

新
潟
交
通
㈱

122　

新
潟
冷
蔵
㈱

出
捐
企
業
のご紹

介
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123　

西
野
目
産
業
㈱

124　

㈱
ニ
チ
イ

125　

日
本
海
曳
船
㈱

126　

日
本
海
エ
ル
・
エ
ヌ
・
ジ
ー
㈱

127　

日
本
化
成
㈱

128　

日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

129　

㈱
日
本
興
業
銀
行

130　

日
本
重
化
学
工
業
㈱

131　

日
本
精
機
㈱

132　

日
本
セ
メ
ン
ト
㈱

133　

㈱
日
本
長
期
信
用
銀
行

134　

日
本
通
運
㈱

135　

日
本
甜
菜
製
糖
㈱

136　

日
本
電
気
㈱

137　

野
口
観
光
㈱

138　

函
館
空
港
ビ
ル
デ
ン
グ
㈱

139　

㈱
函
館
国
際
ホ
テ
ル

140　

函
館
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

141　

八
戸
ガ
ス
㈱

142　

八
戸
港
湾
運
送
㈱

143　

八
戸
製
錬
㈱

144　

㈱
花
び
し
ホ
テ
ル

145　

花
巻
温
泉
㈱

146　

東
日
本
フ
ェ
リ
ー
㈱

147　

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

148　

㈱
樋
口
敬
治
商
店

149　

㈱
福
島
銀
行

150　

藤
倉
電
線
㈱

151　

㈱
藤
越

152　

㈱
藤
崎

153　

㈱
フ
ジ
ミ

154　

㈱
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
イ
ン

155　

㈱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ホ
ン
ダ

156　

北
海
鋼
機
㈱

157　

北
海
道
瓦
斯
㈱

158　

北
海
道
機
械
開
発
㈱

159　

㈱
北
海
道
銀
行

160　

北
海
道
空
港
㈱

161　

北
海
道
振
興
㈱

162　

北
海
道
曹
達
㈱

163　

㈱
北
海
道
拓
殖
銀
行

164　

北
海
道
電
力
㈱

165　

北
海
道
糖
業
㈱

166　

北
海
道
東
北
開
発
公
庫

167　

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱

168　

㈱
北
海
道
熱
供
給
公
社

169　

北
海
道
旅
客
鉄
道
㈱

170　

北
興
運
輸
㈱

171　

㈱
北
越
銀
行

172　

北
越
工
業
㈱

173　

北
越
製
紙
㈱

174　

ホ
ク
ヨ
ー
㈱

175　

㈱
北
洋
銀
行

176　

北
陸
瓦
斯
㈱

177　

㈱
ホ
テ
ル
佐
勘

178　

㈱
ホ
テ
ル
層
雲

179　

㈱
ホ
テ
ル
函
館
ロ
イ
ヤ
ル

180　

㈱
ホ
テ
ル
は
ま
つ

181　

保
土
谷
化
学
工
業
㈱

182　

本
州
製
紙
㈱

183　

前
田
製
管
㈱

184　

㈱
萬
世
閣

185　

㈱
み
ち
の
く
銀
行

186　

三
菱
瓦
斯
化
学
㈱

187　

三
菱
自
動
車
工
業
㈱

188　

三
菱
製
紙
㈱

189　

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
㈱

190　

三
ツ
輪
運
輸
㈱

191　

水
戸
屋
開
発
㈱

192　

宮
城
シ
マ
ダ
ヤ
㈱

193　

三
八
五
貨
物
自
動
車
運
送
㈱

194　

む
つ
小
川
原
開
発
㈱

195　

室
蘭
開
発
㈱

196　

室
蘭
ガ
ス
㈱

197　

盛
岡
ガ
ス
㈱

198　

山
形
ガ
ス
㈱

199　

㈱
山
形
銀
行

200　

山
形
航
空
電
子
㈱

201　

山
形
交
通
㈱

202　

㈱
山
形
新
聞
社

203　

㈲
八
幡
屋

204　

雪
印
乳
業
㈱

205　

㈱
湯
瀬
ホ
テ
ル

206　

㈱
湯
の
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

207　

㈱
湯
の
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

208　

由
利
工
業
㈱

209　

吉
田
工
業
㈱

210　

㈱
吉
田
産
業

211　

㈱
ヨ
ロ
ズ

212　

ラ
サ
工
業
㈱

213　

㈱
旅
館
古
窯

214　

理
研
製
鋼
㈱

215　

㈱
リ
ン
コ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

216　

㈱
り
ん
ゆ
う
観
光

217　

㈱
連
合
開
発

218　

㈱
ロ
バ
パ
ン

219　

稚
内
空
港
ビ
ル
㈱

220　

稚
内
港
湾
施
設
㈱

221　

若
松
ガ
ス
㈱

222　

和
山
物
産
㈱

（
50
音
順
、
平
成
４
年
８
月
現
在
）

出捐のご案内
当研究所では、上記のように、多数の企業

の方々から多額のご出捐を仰いでおりますが、
より充実した事業活動を推進し地域に貢献す
るためには、さらに財務基盤を強化していく
必要があると考えております。そこで当研究
所では、設立の趣旨に沿い、新規または追加
での出捐を募集しております。
詳しくは、当研究所事務局または北東公庫

支店・事務所の研究所窓口（開発調査課、開
発担当）まで気軽にお問い合せください。

ほくとう総研

皆 さ ま

ご出捐の事務フロー

ご
照
会

ご
説
明

出
捐
依
頼

意
思
表
示

書
類
送
付

振
り
込
み

領
収
書
送
付
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ハバロフスクセミナー
（1992.7 .1）

ロシア科学アカデミー極東支部経
済研究所主催のセミナーで、ロシ
ア側１名、日本側３名の講演が行
われた。
ロシア側を代表するミナーキル所
長から、経済面では資金不足が最
大の問題で新しい金融制度の創設
が課題との話があり、今後とも継
続的に交流を深めることとした。

ウラジオストック中心街
（1992.6 .29）

ウラジオストックは沿海州の州都
で人口は70万人。
日本海に面し、太平洋方面を睨む
極東最大の港湾（軍港）都市とし
て発展した。
ロシア中央部に直結するシベリア
鉄道の起点としても国際的な物流
拠点への期待が高まっている。

ハバロフスク市街
（1992.6 .30）

新潟から定期航空便で２時間。ハ
バロフスクは日本と最も身近かな
人口約60万人の都市で、アムール
川とウスリー川の合流点に位置す
る交通の要衡である。
街は南北に走る幾筋もの台地の上
に造られ、大きな樹木に覆われた
緑豊かな近代都市である。
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ホルムスクの連絡船
（1992.7 .4）

ホルムスク（旧真岡）の市長の案
内で港湾施設等を視察した。日本
統治下にあっては樺太最大の港湾
として整備されたところであるが、
現在はすっかり老朽化し、大陸の
ワニノ港と結ぶ定期連絡船のみが
現役を感じさせた。
北海道とのフェリー航路開設が期
待されている。

ユジノサハリンスク教育
大学食堂での懇親会

（1992.7 .3）
ユジノサハリンスク（旧豊原）は
札幌を模した整然たる街並みを誇
る、人口20万人の南樺太中心都市
である。
当市の教育大学とロシア中央銀行
サハリン支店共催のセミナーには
学者や銀行職員等約40名が出席し、
活発な意見交換がなされた。
大学食堂での懇親夕食会では東洋
学部長の朴博士やライザ支店長（女
史）とウォッカを酌み交わしつつ
日ソ交流の実をあげた。

〈スケジュール〉

日　程 調　　査　　地 主な調査内容等

6/28～6/29 ウラジオストック ・港湾、工場及び観光資源視察

6/30～7/ 2 ハ バ ロ フ ス ク ・ロシア科学アカデミー極東支部
経済研究所主催のセミナー参加

・工場、観光資源、橋梁等の視察
・商社の現地駐在員との意見交換

7/ 3～7/ 5 ユジノサハリンスク ・ユジノサハリンスク教育大学に
おける小セミナーの開催

・港湾、工場の視察

〈地　図〉
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生
後
四
か
月
。
こ
の
四
月
に
発
足
し
た

ば
か
り
の
「
ほ
く
と
う
総
研
」
で
す
が
、

各
方
面
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
得
ま
し
て

順
調
に
立
上
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
は
下
図
の
と
お
り
わ
ず
か
七
名
で

の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
少
数
精
鋭
、
個
性
的

で
多
才
な
ス
タ
ッ
フ
が
揃
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
自
主
研
究
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
北
東
地
域
と
近
隣
諸
国
と
の
国
際
交
流

の
あ
り
方
を
探
る
も
の
で
、
既
に
ロ
シ
ア

極
東
の
現
地
調
査
を
実
施
し
、
秋
に
は
こ

の
テ
ー
マ
に
則
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

受
託
業
務
の
方
は
、
各
省
庁
絡
み
の
骨

太
の
基
礎
的
調
査
と
個
別
事
業
の
コ
ン
サ

ル
的
調
査
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
調
査

活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

当
財
団
は
、
21
世
紀
を
睨
ん
だ
長
期
的

か
つ
国
際
的
な
視
点
と
開
発
事
業
の
具
体

化
支
援
の
両
面
か
ら
、
北
東
地
域
の
開
発

振
興
に
幅
広
に
お
役
に
立
て
る
よ
う
漸
次

研
究
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
弔
意
）
当
財
団
の
設
立
に
大
変
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
故
大
槻
会
長
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（
事
務
局
長　

布
施　

詮
）

▲ 
ご
あ
い
さ
つ 

▼

事
務
局
か
ら

事務局長 布施　詮

調査企画部 部長　　福島　豊
部部長　松田広信
部部長　小暮孝次

総務部 部長　高橋良規
副長　坂上　隆
係員　高橋典子

事　　務　　局

訃　

報

当
研
究
所
の
大
槻
文
平
会
長
に
は
、
予
て
よ
り
入
院
加
療
中
で

あ
り
ま
し
た
が
、
八
月
九
日
午
前
零
時
十
七
分
、
急
性
心
不
全
に

よ
り
逝
去
い
た
し
ま
し
た
。

大
槻
会
長
に
は
、
当
研
究
所
の
設
立
は
も
と
よ
り
、
そ
の
後
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
多
大
な
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し
、
紙
面
を
借
り
ま
し
て
謹
ん

で
ご
通
知
申
し
上
げ
ま
す
。

「ほくとう総研」シンボルマーク募集のお知らせ

ほくとう総研では、当研究所のイメージに合った
ユニークなシンボル・マークを募集します。決定し
たマークは、統一デザインとして、研究所発行の各
種刊行物などに広く活用いたします。
デザインの発表は次号の本誌で行い、また、採用

された方には、事務局から素敵なプレゼントをさし
あげます。奮ってご応募ください。

（応募要領）
次の事項を記入のうえ、はがきまたはファックス
で、10月末日までに事務局あてご連絡ください。
①　デザイン（ラフなもので結構です）
②　デザインの簡単な意味
③　氏名
④　所属、役職
⑤　所属先住所、電話番号

（応募先）
「ほくとう総研」デザイン係
（応募先住所、ファックス№は、「〈読者の声〉の
ご案内」欄参照）

〈読者の声〉のご案内

機関誌 編集室では、皆さまからのご意見、ご感想をお待
ちしています。
紙面で紹介してほしいテーマ、ほくとう総研の事業として企画

してほしい講演会、視察会などどのような内容でも結構です。今
後の紙面づくりや研究所の事業活動に積極的に反映させていきま
すので、奮ってご投稿ください。
　　ご投稿先
　東京都千代田区大手町１─９─３（公庫ビル５Ｆ）〠100
　　　　㈶ほくとう総研ＮＥＴＴ編集室　宛
　　　　　　　　TEL 03-3242-1185．FAX 03-3242-1996
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□
ほ
く
と
う
総
研
機
関
誌
「

」

創
刊
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

□
当
研
究
所
も
、
４
月
17
日
に
設
立
し
て

は
や
４
ケ
月
余
り
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の

間
株
価
は
、
日
経
平
均
で
ピ
ー
ク
時
の
４

割
ま
で
下
が
る
な
ど
、
新
聞
で
は
更
な
る

景
気
対
策
、
財
政
政
策
の
必
要
性
が
紙
面

を
賑
わ
せ
て
い
る
な
ど
、
景
気
の
先
行
き

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

□
当
研
究
所
と
言
え
ば
、
６
月
１
日
の
第

１
回
理
事
会
・
評
議
員
会
を
終
え
、
各
事

業
活
動
も
順
調
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

□
こ
の
よ
う
な
中
で
、
設
立
・
運
営
に
多

大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
大
槻
会
長
が

去
る
８
月
９
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
誠
に
残
念
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
大
槻
会
長
に
は
遠
く
か
ら
、
今

後
の
当
研
究
所
の
進
路
を
見
守
っ
て
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
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す
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）
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